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中
西
淳
朗

相
州
小
田
原
藩
の
医
史
に
つ
い
て
は
二
○
○
二
年
の
六
月
例
会
に
お

い
て
、
剛
方
藩
医
の
市
川
蘭
好
と
そ
の
兄
隆
甫
を
中
心
に
そ
の
一
部
を

報
告
し
た
（
日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
八
巻
第
四
号
六
六
九
～
六
七
○
頁

に
収
載
）
・
今
回
は
前
回
に
の
べ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
疑
問
点
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

た
く

大
正
に
入
っ
て
千
葉
・
京
都
府
立
・
愛
知
等
の
医
科
大
学
病
院
に
歯

科
が
お
か
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
す
べ
て
東
大
医
学
部
か
ら
の
医
師
が

就
任
し
て
い
る
。

明
治
三
十
九
年
の
歯
科
医
師
法
に
よ
っ
て
発
足
し
た
二
つ
の
歯
科
医

学
専
門
学
校
の
卒
業
生
が
参
入
し
て
き
た
の
は
大
正
元
年
の
こ
と
で
あ

る
が
、
大
正
九
年
に
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
が
発
足
し
た
時
、
そ
の
歯

科
の
主
任
教
授
と
し
て
東
京
歯
科
医
学
専
門
学
校
の
第
一
回
卒
業
生
の

岡
田
満
が
就
任
し
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
鹿
児
島
県
立
病
院
、

横
浜
十
全
病
院
、
聖
路
加
国
際
病
院
な
ど
の
歯
科
に
は
歯
科
医
師
が
就

任
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
現
在
に
続
く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
平
成
十
五
年
十
一
月
例
会
）

相
州
小
田
原
藩
医
・
市
川
氏
と
市
河
氏

そ
の
一
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
九
）
の
「
蘭
学
者
相
撲
見
立
番
附
」

に
、
西
三
段
目
の
五
枚
目
に
隆
甫
が
の
っ
た
理
由
は
何
か
と
い
う
問
題
。

昨
年
四
月
発
行
の
「
啓
迪
」
二
十
一
号
に
、
京
都
の
奥
沢
康
正
先
生
が

論
文
「
日
本
で
翻
訳
さ
れ
た
眼
科
洋
書
・
刊
本
、
写
本
類
か
ら
」
を
発

表
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
Ｊ
・
Ｊ
・
プ
レ
ン
ク
の
ｐ
Ｏ
ｇ
ｏ
Ｒ
冨
烏
冒
冒
‐
豆
ｍ

Ｏ
ｏ
昌
○
日
日
、
言
①
冒
国
の
聞
語
版
が
舶
来
し
、
杉
田
立
卿
に
よ
っ
て
「
和

蘭
眼
科
新
書
」
と
訳
さ
れ
出
版
さ
れ
る
ま
で
の
経
過
が
詳
し
く
図
示
さ

れ
た
。そ

れ
に
よ
れ
ば
市
川
隆
甫
が
上
の
藺
語
本
を
購
入
し
且
つ
宇
田
川
玄

随
に
和
訳
を
依
頼
。
玄
随
は
蘭
語
写
本
を
四
冊
作
り
杉
田
玄
白
、
大
槻

玄
沢
、
大
森
寿
安
に
贈
呈
し
た
こ
と
に
よ
り
当
時
の
眼
科
診
療
が
大
い

に
前
進
し
た
。
隆
甫
の
公
開
行
為
が
高
く
評
価
さ
れ
て
番
附
に
の
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
年
の
芝
蘭
堂
の
新
元
会
に
出
席
し
た
か

は
不
明
で
あ
る
。

と
い
う
の
も
、
そ
の
頃
に
隆
甫
は
小
田
原
に
帰
り
、
奥
医
師
と
な
り

医
学
肝
煎
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
藩
医
の
欠
員
が
生
じ
た
た
め
の
帰

国
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
二
、
医
学
肝
煎
と
し
て
の
市
川
隆
甫
は
何
を
し
た
か
と
い
う
問

題
。
日
常
的
な
藩
医
と
し
て
の
仕
事
の
外
に
、
高
田
稔
氏
の
研
究
に
よ

れ
ば
、
寛
政
八
年
に
小
田
原
に
再
入
部
し
た
大
久
保
加
賀
守
忠
眞
に
、

蘭
学
と
は
何
か
を
隆
甫
は
講
じ
た
と
い
う
。
忠
眞
の
手
沢
本
の
中
に
、

み
ず
か
ら
写
し
た
前
野
良
沢
訳
「
和
蘭
築
城
害
」
寛
政
二
年
本
三
巻
一

冊
、
藺
人
ケ
ィ
ゼ
ル
著
・
今
村
英
生
訳
「
和
蘭
馬
術
害
」
、
ま
た
「
西
洋

諸
蛮
戦
争
之
後
紅
毛
復
古
梢
盛
大
之
話
」
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
文
化
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十
四
年
二
八
一
七
）
英
華
堂
刊
の
江
馬
元
弘
訳
篇
「
和
蘭
医
方
纂
要
」

四
巻
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
隆
甫
が
藩
公
と
藺
学
を
通
じ
て
接
点
が

あ
っ
た
と
考
え
さ
せ
る
に
十
分
な
史
実
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
蘭
学
資

料
が
現
在
ど
こ
に
あ
る
の
か
は
未
調
査
で
あ
る
。

そ
の
三
、
市
河
家
の
出
身
地
と
遠
州
地
方
の
種
痘
に
関
す
る
問
題
。

市
川
隆
甫
は
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
京
都
へ
遊
学
し
た
が
、
そ
の

往
復
に
お
い
て
駿
河
国
小
諏
訪
の
市
河
魯
庵
と
親
し
く
な
り
、
弟
の
蘭

好
死
後
、
魯
庵
を
招
い
て
藩
医
に
す
え
た
。
こ
の
魯
庵
の
出
身
地
は
駿

東
郡
片
浜
村
字
小
諏
訪
で
、
東
海
道
に
沿
っ
た
村
落
。
彼
自
身
の
従
弟

も
お
り
、
町
人
の
兄
は
沼
津
に
、
そ
し
て
後
妻
の
先
夫
（
湯
山
氏
）
が

沼
津
藩
水
野
出
羽
守
の
家
來
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
に
三
島
、
沼
津
地
方

は
魯
庵
の
か
っ
て
の
診
療
圏
で
あ
っ
た
点
も
あ
り
、
彼
が
天
保
三
年
（
一

八
三
三
か
ら
三
年
間
長
崎
へ
留
学
し
た
と
き
、
そ
の
往
復
で
こ
の
地

方
の
医
師
と
交
流
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
遠
州
榛
原
郡
平
川
村
の
川
田
鴻
斉
は
魯
庵
の
弟
子
で
あ
り
、
遠

州
の
種
痘
は
ま
ず
川
田
家
に
伝
来
し
た
と
い
う
が
、
魯
庵
の
帰
国
は
天

保
六
年
二
八
三
五
）
で
あ
る
の
で
、
モ
ー
ニ
ッ
ケ
牛
痘
苗
の
来
日
よ

り
十
四
年
早
い
。
従
っ
て
魯
庵
が
牛
痘
苗
を
遠
州
に
持
ち
こ
む
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。
シ
ー
ボ
ル
ト
の
種
痘
の
話
を
し
た
程
度
で
あ
ろ
う
。
嘉

永
二
年
（
一
八
四
九
）
頃
に
遠
州
に
牛
痘
苗
を
持
ち
こ
め
る
人
物
は
、

二
代
目
市
川
隆
甫
以
外
に
居
な
い
の
で
あ
る
。

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
市
河
魯
庵
が
死
去
す
る
と
、
後
妻
の
連

れ
子
・
恭
斉
は
市
川
隆
甫
に
養
わ
れ
、
翌
年
隆
甫
が
死
去
す
る
と
、
藩

医
中
村
見
外
の
孫
・
栄
達
を
入
れ
市
川
家
を
継
が
せ
た
。
そ
し
て
市
河

恭
斉
は
魯
庵
の
跡
を
つ
い
だ
。
中
村
栄
達
は
市
川
家
を
つ
い
で
二
代
目

隆
甫
と
な
り
、
相
続
後
、
江
戸
の
鮎
沢
因
禎
と
い
う
医
師
に
学
び
、
後

に
家
譜
上
の
甥
、
恭
斉
の
子
・
玄
智
に
種
痘
術
を
教
え
て
い
る
。

こ
の
玄
智
は
佐
倉
順
天
堂
に
学
び
、
明
治
に
な
っ
て
顕
道
と
改
名
し

種
痘
医
の
免
許
を
と
り
、
後
に
性
病
医
と
な
っ
て
公
立
小
田
原
徽
毒
病

院
に
勤
務
し
、
囚
獄
医
も
兼
務
し
て
小
田
原
の
医
療
に
つ
く
し
た
。
こ

の
顕
道
の
子
・
顕
純
が
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
、
本
郷
春
木
町
に

市
河
思
誠
堂
と
い
う
医
療
器
械
店
を
開
き
、
日
本
医
科
器
械
学
会
の
設

立
、
維
持
に
多
大
な
功
献
を
し
た
の
で
あ
っ
た
。（

平
成
十
六
年
四
月
例
会
）

失
＊
滞
紹
介
劣
夫
夫
詫
詫
失
夫
携
携
携
恭
劣
夫
茨
劣
悲
洗
夫

ジ
ョ
ン
・
ダ
フ
ィ
ー
著
網
野
豊
訳

『
ア
メ
リ
カ
医
学
の
歴
史
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
か
ら
医
科
学
こ

本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
医
史
学
界
の
泰
斗
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ダ
フ
ィ

ー
ロ
ｏ
冒
己
巨
勲
己
の
甲
○
日
困
巨
目
○
筋
８
旨
の
９
８
－
の
ｇ
ｇ
８
シ

閏
印
Ｂ
ｇ
ｇ
シ
目
９
８
口
言
①
ｇ
の
旨
の
の
邦
訳
で
あ
る
。
ダ
フ
ィ
ー
は
、

ト
ウ
レ
ン
大
学
医
学
部
医
史
学
名
誉
教
授
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
名
誉

教
授
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
医
史
学
会
会
長
を
も
つ
と
め
た
文
字
通
り
の

ア
メ
リ
カ
医
史
学
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
。
一
九
九
一
年
に
は
同
学
会

の
終
身
優
功
賞
を
受
け
て
い
る
。
一
九
九
六
年
に
逝
去
す
る
ま
で
数
多


